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じる。私は、京都大学大学院教育学研究科で博士院生として 3 年間学び（1971 年 4 月～74
年 3 月）、名古屋大学大学院教育発達科学研究科〔修士＋博士課程〕で教員として 23 年間
教え（1986 年 4 月～2009 年 3 月、2000 年 3 月までは「教育学研究科」）、そして星槎大学
大学院の博士課程で教員としての関わりがまもなく 1 年になろうとしているので、博士課







2020 年 11 月 11 日受理 
a 星槎大学大学院教育学研究科長・博士後期課程長 
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なされている。私自身は B⑤のケースに当たり、ちょうど B から A へと変わる境目の時期
（1990 年代）に学位を取得したことになる。 
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問１「私は課程博士でなく論文博士で 49 歳のときに学位を取ったが、アメリカの PhD は
もっと若いときに取るのではないか？」答１「49 歳ならそんなに遅くない。アメリカで PhD
を取得するのはそれほど容易ではなく、平均取得年齢は 40 歳代前半くらいだと思う。」 
私はもっと若い年齢を予想していたので、意外な答えだった。プリンストン大学院だか
ら高度な評価基準なのだろうか。あるいは、若い人もいれば年長者もいて、その平均を取
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なっている。そうすると、a は「狭義の PhD」、a＋b が「広義の PhD」だと捉えることもで

































３．「専門職博士課程」としての名古屋大学大学院 EdD コース 
 
１）海外の EdD 
EdD とは Doctor of Education（または Doctorate in Education）の略称で、英米など
英語圏では実にポピュラーな教育分野の専門職博士課程の名称である（日本ではかつて「教
育学博士」を英語でそう直訳して表記していたが、それは古い名誉的博士の場合であって











大学院（S 大）などが各公式ウェッブサイトで EdD に関する記事を実に詳細に掲載してい
る。特に S 大のサイトでは EdD 担当教授陣による紹介動画まで見ることができる。ただし、
H 大では 2014 年から EdD コースの研究的側面を強化して PhD コースへ移行したと記されて
いる。今津（2017、258）がすでにそれら各 EdD 記事を一瞥して EdD の諸特徴を次のように
まとめた（2016 年 12 月 30 日アクセス）。 
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落とすことはできないが、詳しくは今津（2017、第 7 章）に譲り、ここでは立ち入らない。 
 













































最初の 2006 年度から 2011 年度までの 6 年間に、毎年定員を越える 7 名近くが入学して
おり、地元愛知県だけでなく岐阜・三重・京都などの近郊から通う院生もいる。この間の





あった。私が 2009 年 3 月に名古屋大学を定年退職するまでの 3 年間、主ないし副の指導
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３）EdD 院生の諸タイプと小学校教師の事例 









転勤して EdD コースへ進む。③40 代後半の男性高校教師。スクールソーシャルワーカーの
役割も担っていたため、その実践的役割を総合的に研究したいと願って社会人修士課程に




 さて、ここに挙げた 4 名全員が EdD を取得したが、そのうち Y②の場合について今津

























































































 以上の 4 ステップを端的にまとめると、「具体・個別・記述」から「抽象・一般・分析」
へと転換し、さらにその転換地点から再度「具体・個別・記述」を見直し、さらにより高
13







５）PhD と EdD の比較 









表 1   二つの博士課程 （名古屋大学大学院教育科学専攻、2000 年代後半) 
 
       性格の相違    博士（教育学）PhD        博士（教育) EdD 
 
      １．教育方針  高度な研究能力と学識   実践的・実務的視点を重視し実践的な 
研究能力と学識   
      ２．研究目的  当該専門分野の学術研究の 学際的方法で職業上諸課題の解決に 
               進歩に貢献        貢献   
       ３．入試科目  外国語・口述（修論等・  外国語・教育マネジメント・口述 
               研究計画）        （修論等・研究計画） 
４．定員（16）  13（内若干名－社会人   ３（毎年合格者は７名程度） 
         特別選抜） 
       ５．先行研究の 先行研究の不備の克服   職業的諸課題の解決に先行研究を 
位置 
６．博論提出  レフェリー・ジャーナル  レフェリー・ジャーナル 1 本以上 
基礎資格    1 本以上        または研究科紀要２本以上 
 
名古屋大学大学院教育発達科学研究科の教育科学専攻での PhD と EdD に関する比較を表
１に簡潔に示した（私が関わった 2000 年代後半時期の内容比較）。二つの性格のうち、最
14












ることになる。それに、若い PhD コース院生とは異なって、EdD コースの社会人院生は一
般に先行研究を常に検討したうえで議論するという習慣を日頃から身につけてはいないだ













と EdD との違いについて質問する機会があった。その答えは次のようである。 
「大学院教育学研究科に PhD と EdD の二つの課程があります。研究者志向であれば PhD





学校教師の場合を挙げたが、EdD コースは私が指導に関わった X や Y②のように、スクー
ルソーシャルワーカーなど学校教育を支援するスタッフ、あるいは教育委員会事務局や文
15






























































のうち、「ある」との回答が小学校で 51.9％、中学校で 60.4％、高校で 68.0％で、平均
60.3％であった。過半数の教師に「学び直したいニーズ」があるとの結果も、そのことを
傍証している。 





























 Ⓒ星槎大学院博士課程の EdD モデルを想定するなら、以下のような性格を持たせてはど
うか、と提案した。 

































































第 1 回目の研修会が終わったあと、2018 年に入ると星槎大学大学院内に「博士課程設置 
準備室」（事務局の松本幸広氏や酒井尚幸氏、高等教育に詳しい石原朗子准教授など）が発 
足し、文部科学省高等教育局大学設置室と相談したあと、準備会議による構想案の概要が 
出来上がった。9 月には専任教員予定者 8 名への説明会がオンラインにて開かれ、私も参 
加した。その後には準備会議と専任教員予定のメンバーにより多くの書類が精力的に作成 















  DP2 教育の現場における課題を本質的問いとして示し、実践から応用可能な理論を 
導く能力を持つこと
20
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「博士（教育）EdD」の表記で学位が授与されているので、国立系と私学の違いはあるが、













州立大学大学院教育学研究科に PhD と EdD が併存していることから分かるように、両者は
博士課程の二つの異なる履修コースプログラムなのである。それだけに日本の高等教育及







博士学位の 2 種類の説明で「a 学術研究博士」と「b 専門職博士」を挙げて、a は「狭義の
PhD」、a＋b が「広義の PhD」だと捉えることもできよう、と述べた。そこで b である「博
士（教育）」は「広義の PhD」と呼んでよいわけである。星槎大学大学院博士課程は、通信
制という社会人が学び研究しやすいこともあって、教職経験者だけでなく、多様な「援助






























                     実践を客観的に研究 
                                      C 実践の高度学術研究 
                      
 
               BⅡ実践の研究 
                               学歴 
         学部        修士課程   博士課程     
     （一種・二種免許状）   （専修免許状） 
  
      A 実践の工夫   BⅠ実践の改善 
 
            実践を見直す 
 
       図３ 実践力向上の諸段階 
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   素朴な問いから研究テーマへの発展段階 ＜発展を支援する調べ作業＞ 
   非定形的 ①素朴な疑問・興味・関心 
                     ＜関連する種々の情報＞ 
        ②問題意識 
                     ＜関連する先行研究の断片的検索や 
        ③研究テーマ            学会・研究会の参加＞ 
                     ＜テーマに関する本格的リサーチ＞ 
   定型的  ④学位論文の題目 








 この 4 段階に即して言うと、私が修士論文を書いてから「『個人と社会』に関する学説
26
















































1988 年 7 月の 4 日間、バンコクのホテルで缶詰の会議である。アジアからだけでなく、 




































































 付 章  学校組織学習と教師発達－校内研修に関する事例研究－ 













ことを今でもよく覚えている。論文審査に合格し、1995 年 9 月になって「博士（教育学）
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納得がいった。実は私自身、2000 年 10 月に北京の教育部を訪問して、師範教育局長と話 
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語文化圏でポピュラーな EdD である。設置申請時の諸般の事情から、本博士課程の学位「博
士（教育）」は PhD 表記となった。ただ、「学術研究博士」を「狭義の PhD」、「専門職博士」
を「広義の PhD」と名付けることも可能である。「博士（教育）」の院生対象は教師だけでな
く、看護師、カウンセラー・スクールソーシャルワーカー・教育行政担当者・高等教育経
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